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環

境

影
響

評

価

法

第
四

十
八

条
第

二
項

に
お

い
て

準
用
す

る
同

法
第

十
一

条
第

四
項

及
び

第
十

二
条

第
二

項
の

規
定
に

よ
り

国
土

交
通

大
臣

が

定
め

る
べ

き
指

針
に
関

す
る

基
本

的
事

項
案

新

旧

対

照

条

文

（
傍

線

部

分

は

改

正

部

分

）

改

正

案

現

行

こ

の
基

本
的

事
項
は

、
環

境
影

響
評

価
法

（
以

下
「

法
」

と
い

こ
の

基
本
的

事
項

は
、

環
境

影
響

評
価

法
（

以
下

「
法

」
と

い

う
。
）

第
四

十
八

条
第

二
項

に
お

い
て

準
用

す
る

法
第

十
一

条
第

う
。

）
第

四
十

八
条

第
二

項
に

お
い

て
準

用
す

る
法

第
十
一

条
第

四
項

の
規

定
に

よ
り

国
土

交
通

大
臣

が
定

め
る
べ

き
「

港
湾

環
境

三

項
の

規
定

に
よ

り
国

土
交

通
大

臣
が
定

め
る

べ
き

「
港

湾
環

境

影

響
評

価
の

項
目

並
び

に
当

該
項

目
に
係

る
調

査
、

予
測

及
び

評

影
響

評
価

の
項

目
並

び
に

当
該
項

目
に

係
る

調
査

、
予

測
及

び
評

価
を

合
理

的
に

行
う

た
め
の

手
法

を
選

定
す

る
た

め
の

指
針

」
（

価

を
合

理
的

に
行
う

た
め

の
手

法
を

選
定

す
る

た
め

の
指

針
」

（

以

下
「

港
湾
環

境
影

響
評

価
項

目
等

選
定

指
針

」
と

い
う

。
）

及

以
下
「

港
湾

環
境

影
響

評
価

項
目

等
選

定
指

針
」

と
い

う
。

）
及

び

法
第

十
二

条
第

二
項

の
規

定
に

よ
り

国
土

交
通

大
臣

が
定
め

る

び
法

第
十

二
条

第
二

項
の

規
定

に
よ

り
国

土
交

通
大
臣

が
定

め
る

べ
き

「
環

境
の

保
全

の
た

め
の

措
置

（
以

下
「
環

境
保

全
措

置
」

べ

き
「

環
境

の
保

全
の

た
め

の
措
置

（
以

下
「

環
境

保
全

措
置

」

と

い
う

。
）

に
関

す
る

指
針

」
（
以

下
「

環
境

保
全

措
置

指
針

」

と
い

う
。

）
に

関
す

る
指
針

」
（

以
下

「
環

境
保

全
措

置
指

針
」

と
い

う
。

）
に

関
す
る

基
本

と
な

る
べ

き
事

項
に

つ
い

て
定

め
る

と

い
う

。
）
に

関
す

る
基

本
と

な
る

べ
き

事
項

に
つ

い
て

定
め

る

も

の
で
あ

る
。

な
お

、
港

湾
環

境
影

響
評

価
に

つ
い

て
は

、
港

湾

も

の
で

あ
る

。
な

お
、

港
湾

環
境

影
響

評
価

に
つ

い
て

は
、
港

湾

計

画
が

港
湾

に
お

け
る

開
発

、
利

用
及

び
保

全
等

に
関
す

る
基

本

計
画

が
港

湾
に

お
け

る
開

発
、

利
用

及
び

保
全
等

に
関

す
る

基
本

的
な

事
項

を
定

め
る

計
画

で
あ

る
こ

と
に
鑑

み
、

こ
れ

に
応

じ
た

的

な
事

項
を

定
め

る
計

画
で

あ
る
こ

と
に

鑑
み

、
こ

れ
に

応
じ

た

項

目
及

び
手

法
が

選
定

さ
れ
る

も
の

と
す

る
。

項
目

及
び

手
法

が
選
定

さ
れ

る
も

の
と

す
る

。

第
一

港

湾
環
境

影
響

評
価

項
目

等
選

定
指

針
に

関
す

る
基

本
的

第

一

港

湾
環

境
影

響
評

価
項

目
等

選
定

指
針

に
関

す
る

基
本

的

事
項

事

項
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一

一

般
的

事
項

一

一

般
的

事
項

～

(

略)

～

（
略

）

(1)

(7)

(1)

(7)

二

環
境
要

素
の

区
分

ご
と

の
調

査
、

予
測

及
び

評
価

の
基

本

二

環
境

要
素

の
区

分
ご

と
の

調
査

、
予

測
及

び
評

価
の
基

本

的
な

方
針

的

な
方

針

～

（
略

）

～

（

略
）

(1)

(4)

(1)

(4)

三

港
湾

環
境

影
響

評
価

の
項
目

並
び

に
調

査
、

予
測

及
び

評

三

港

湾
環

境
影
響

評
価

の
項

目
並

び
に

調
査

、
予

測
及

び
評

価

の
手

法
の

選
定
に

当
た

っ
て

の
一

般
的

留
意

事
項

価
の

手
法
の

選
定

に
当

た
っ

て
の

一
般

的
留

意
事

項

～

（
略

）

～

（

略
）

(1)

(2)

(1)

(2)

港
湾

管
理

者
が

、
港

湾
環

境
影

響
評

価
の

項
目
並

び
に

港

湾
管

理
者

が
、

港
湾

環
境

影
響

評
価
の

項
目

並
び

に

(3)

(3)

調

査
、

予
測

及
び

評
価

の
手

法
を

選
定
す

る
に

当
た

っ
て

調
査

、
予

測
及

び
評

価
の
手

法
を

選
定

す
る

に
当

た
っ

て

は
、

必
要

に
応

じ
専

門
家
等

の
助

言
を

受
け

る
こ

と
等

に

は

、
必

要
に
応

じ
専

門
家

等
の

助
言

を
受

け
る

こ
と

等
に

よ

り
客

観
的
か

つ
科

学
的

な
検

討
を

行
う

べ
き

旨
、

港
湾

よ
り
客

観
的

か
つ

科
学

的
な

検
討

を
行

う
べ

き
旨

、
港

湾

環

境
影

響
評

価
項

目
等

選
定

指
針

に
お

い
て

定
め

る
も

の

環
境

影
響

評
価

項
目

等
選

定
指

針
に

お
い

て
定
め

る
も

の

と
す

る
。

な
お

、
専

門
家

等
の

助
言

を
受

け
た
場

合
に

は

と

す
る

。
な

お
、

専
門

家
等

の
助
言

を
受

け
た

場
合

に
は

、

当
該

助
言

の
内

容
及

び
当

該
専
門

家
等

の
専

門
分

野
を

、
当

該
助

言
の

内
容
及

び
当

該
専

門
家

等
の

専
門

分
野

を

明
ら

か
に

す
る

こ
と
が

必
要

で
あ

る
旨

並
び

に
専

門
家

等

明

ら
か
に

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

旨
、

港
湾

環
境

影
響

の

所
属
機

関
の

属
性

を
明

ら
か

に
す

る
よ

う
努

め
る

べ
き

評

価
項

目
等

選
定

指
針

に
お

い
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。

旨

、
港

湾
環

境
影

響
評

価
項

目
等

選
定

指
針

に
お

い
て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

（

略
）

（
略

）

(4)

(4)

四

港

湾
環

境
影

響
評

価
の

項
目

の
選

定
に
関

す
る

事
項

四

港
湾

環
境

影
響

評
価

の
項
目

の
選

定
に

関
す

る
事

項

～

（

略
）

～

（
略

）

(1)

(2)

(1)

(2)
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五

調
査

、
予

測
及

び
評

価
の

手
法
の

選
定

に
関

す
る

事
項

五

調
査

、
予

測
及

び
評

価
の

手
法

の
選

定
に

関
す
る

事
項

～

（
略

）

～

（
略

）

(1)

(2)

(1)

(2)

港
湾

管
理
者

に
よ

る
評

価
の

手
法

の
選

定
に

当
た

っ
て

港
湾

管
理

者
に

よ
る

評
価

の
手

法
の

選
定

に
当

た
っ

て

(3)

(3)

の
留

意
事

項
を

港
湾

環
境

影
響

評
価

項
目

等
選

定
指

針
に

の

留
意

事
項

を
港

湾
環

境
影

響
評

価
項

目
等
選

定
指

針
に

お

い
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。
当

該
留

意
事
項

に
は

、
次

お
い

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。
当

該
留

意
事

項
に

は
、

次

に
掲

げ
る

事
項

が
含

ま
れ

る
も
の

と
す

る
。

に

掲
げ

る
事

項
が
含

ま
れ

る
も

の
と

す
る

。

ア

環

境
影

響
の
回

避
・

低
減

に
係

る
評

価

ア

環
境
影

響
の

回
避

・
低

減
に

係
る

評
価

港
湾
施

設
の

配
置

、
土

地
の

造
成

の
あ

り
方

を
含

む

港
湾

施
設

の
配

置
、

土
地

の
造

成
の

あ
り

方
を

含
む

幅
広

い
環

境
保

全
対

策
を

対
象

と
し

て
、

複
数
案

を
時

幅

広
い

環
境

保
全

対
策

を
対

象
と

し
て
、

複
数

の
案

を

系

列
に

沿
っ

て
又

は
並

行
的

に
比

較
検
討

す
る

こ
と

、

時
系

列
に

沿
っ

て
又

は
並

行
的
に

比
較

検
討

す
る

こ
と

実
行

可
能

な
よ

り
良

い
技
術

が
取

り
入

れ
ら

れ
て

い
る

、

実
行

可
能
な

よ
り

良
い

技
術

が
取

り
入

れ
ら

れ
て

い

か

否
か

に
つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
等

の
方

法
に

よ
り

、

る
か
否

か
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
等

の
方

法
に

よ
り

対

象
港

湾
計

画
に

定
め

ら
れ

る
港

湾
開

発
等

に
よ

り
選

、
対

象
港

湾
計

画
に

定
め

ら
れ

る
港

湾
開

発
等

に
よ
り

定
項

目
に

係
る

環
境

要
素

に
及

ぶ
お

そ
れ

の
あ
る

影
響

選

定
項

目
に

係
る

環
境

要
素

に
及
ぶ

お
そ

れ
の

あ
る

影

が

、
回

避
さ

れ
、

又
は

低
減

さ
れ
て

い
る

も
の

で
あ

る

響
が

、
回

避
さ

れ
、

又
は
低

減
さ

れ
て

い
る

も
の

で
あ

か
否

か
に

つ
い

て
評
価

さ
れ

る
も

の
と

す
る

こ
と

。
こ

る

か
否

か
に
つ

い
て

評
価

さ
れ

る
も

の
と

す
る

こ
と

。

の

場
合
に

お
い

て
、

評
価

に
係

る
根

拠
及

び
検

討
の

経

こ

の
場

合
に

お
い

て
、

評
価

に
係

る
根

拠
及

び
検

討
の

緯

を
明

ら
か

に
で

き
る

よ
う

に
整

理
さ

れ
る

も
の

と
す

経
緯

を
明

ら
か

に
で

き
る

よ
う

に
整

理
さ

れ
る
も

の
と

る
こ

と
。

す

る
こ

と
。

な

お
、

こ
れ

ら
の

評
価

は
、

港
湾
管

理
者

に
よ

り
実

な
お

、
こ

れ
ら
の

評
価

は
、

港
湾

管
理

者
に

よ
り

実

行
可

能
な

範
囲
内

で
行

わ
れ

る
も

の
と

す
る

こ
と

。

行

可
能
な

範
囲

内
で

行
わ

れ
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

イ
～

ウ

（
略

）

イ

～
ウ

（

略
）



- 4 -

港
湾

環
境

影
響

評
価

項
目

等
選

定
指
針

に
お

い
て

、(1

港
湾

環
境

影
響

評
価

項
目

等
選
定

指
針

に
お

い
て

、(1

(4)

(4)

)

又

は(2)

に

規
定

す
る

と
こ

ろ
に
よ

り
留

意
事

項
を

示
す

)

又

は(2)

に

規
定

す
る

と
こ

ろ
に
よ

り
留

意
事

項
を

示
す

に
当

た
っ
て

は
、

一
般

的
な

港
湾

計
画

に
定

め
ら

れ
る

港

に
当

た
っ

て
は

、
一

般
的

な
港

湾
計

画
に

定
め

ら
れ

る
港

湾
開

発
等

の
内

容
を

踏
ま

え
つ

つ
、

参
考

項
目

の
特

性
、

湾

開
発

等
の

内
容

を
踏

ま
え

つ
つ

、
参

考
項
目

の
特

性
、

参

考
項

目
に

係
る

環
境

要
素

に
及

ぼ
す

お
そ
れ

の
あ

る
影

参
考

項
目

に
係

る
環

境
要

素
に
及

ぼ
す

お
そ

れ
の

あ
る

影

響
の

重
大

性
、

既
に

得
ら

れ
て
い

る
科

学
的

知
見

等
を

考

響

の
重

大
性

、
既
に

得
ら

れ
て

い
る

科
学

的
知

見
等

を
考

慮

し
、(1)
又

は(2)

に

規
定

す
る

留
意
事

項
の

趣
旨

を
踏

慮

し
、(1)

又

は(2)

に

規
定

す
る

留
意
事

項
の

趣
旨

を
踏

ま
え
、

調
査

法
、

調
査

地
域

、
調

査
の

期
間

及
び

時
期

、

ま
え

、
調

査
法

、
調

査
地

域
、

調
査

の
期

間
及

び
時
期

、

予
測

法
、

予
測

地
域

、
予

測
の

対
象

と
な

る
時

期
等
の

そ

予

測
法

、
予

測
地

域
、

予
測

の
対

象
と
な

る
時

期
等

の
そ

れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

、
港

湾
管

理
者

が
地
域

特
性

等
を

勘
案

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
、

港
湾
管

理
者

が
地

域
特

性
等

を
勘

案

す
る

に
当

た
っ

て
参

考
と
な

る
調

査
又

は
予

測
の

手
法

（

す

る
に

当
た
っ

て
参

考
と

な
る

調
査

又
は

予
測

の
手

法
（

以

下
「

参
考
手

法
」

と
い

う
。

）
を

定
め

、
こ

れ
を

留
意

以
下
「

参
考

手
法

」
と

い
う

。
）

を
定

め
、

こ
れ

を
留

意

事

項
と

と
も

に
示

す
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
こ

の

事
項

と
と

も
に

示
す

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す
る

。

場
合

に
お

い
て

、
参

考
手

法
に

は
、

最
新

の
科
学

的
知

見

を

反
映

す
る

よ
う

努
め

る
と

と
も
に

、
複

数
の

手
法

を
含

め
る

よ
う

努
め

る
こ
と

に
よ

り
、

事
業

者
が

個
別

の
事

業

特

性
や
地

域
特

性
等

に
合

わ
せ

て
最

適
な

手
法

を
選

択
で

き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。

（
略

）

（

略
）

(5)

(5)

六

（

略
）

六

（
略

）

第
二

環

境
保
全

措
置

指
針

に
関

す
る

基
本

的
事

項

第

二

環

境
保

全
措

置
指

針
に

関
す

る
基

本
的

事
項

一

（
略

）

一

（

略
）
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二

環
境

保
全

措
置

の
検

討
に

当
た
っ

て
の

留
意

事
項

二

環

境
保

全
措

置
の
検

討
に

当
た

っ
て

の
留

意
事

項

環

境
保

全
措

置
の

検
討
に

当
た

っ
て

の
留

意
事

項
を

環
境

環
境

保
全
措

置
の

検
討

に
当

た
っ

て
の

留
意

事
項

を
環

境

保
全

措
置
指

針
に

お
い

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

当
該

留
意

保
全

措
置

指
針

に
お

い
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。
当

該
留

意

事
項

に
は

、
次

に
掲

げ
る

事
項

が
含

ま
れ

る
も

の
と
す

る
。

事

項
に

は
、

次
に

掲
げ

る
事

項
が

含
ま

れ
る
も

の
と

す
る

。

～

（
略

）

～

（

略
）

(1)

(5)

(1)

(5)

選
定

項
目

に
係

る
予

測
の

不
確
実

性
が

大
き

い
場

合
、

選

定
項

目
に

係
る
予

測
の

不
確

実
性

が
大

き
い

場
合

、

(6)

(6)

効

果
に

係
る

知
見
が

不
十

分
な

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

効
果

に
係
る

知
見

が
不

十
分

な
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る

場
合
、

当
該

港
湾

計
画

の
決

定
又

は
変

更
後

に
お

い
て

環

場
合

、
当

該
港

湾
計

画
の

決
定

又
は

変
更

後
に

お
い
て

環

境
保

全
措

置
の

内
容

を
よ

り
詳

細
な

も
の

す
る

場
合
等

に

境

保
全

措
置

の
内

容
を

よ
り

詳
細

な
も
の

す
る

場
合

等
に

お

い
て

は
環

境
へ

の
影

響
の

重
大

性
に
応

じ
、

代
償

措
置

お
い

て
は

環
境

へ
の

影
響
の

重
大

性
に

応
じ

、
代

償
措

置

を
講

ず
る

場
合

に
お

い
て
は

当
該

代
償

措
置

に
よ

る
効

果

を

講
ず

る
場
合

に
お

い
て

は
当

該
代

償
措

置
に

よ
る

効
果

の

不
確

実
性
の

程
度

及
び

当
該

代
償

措
置

に
係

る
知

見
の

の
不
確

実
性

の
程

度
及

び
当

該
代

償
措

置
に

係
る

知
見

の

充

実
の

程
度

を
踏

ま
え

、
当

該
港

湾
計

画
に

定
め

ら
れ

る

充
実

の
程

度
を

踏
ま

え
、

当
該

港
湾

計
画

に
定
め

ら
れ

る

港
湾

開
発

等
に

よ
る

環
境

へ
の

影
響

の
重

大
性
に

応
じ

、

港

湾
開

発
等

に
よ

る
環

境
へ

の
影
響

の
重

大
性

に
応

じ
、

当

該
港

湾
計

画
の

決
定

又
は

変
更
後

の
環

境
の

状
態

等
を

当
該

港
湾

計
画

の
決
定

又
は

変
更

後
の

環
境

の
状

態
等

を

把
握

す
る

た
め

の
調
査

（
以

下
「

事
後

調
査

」
と

い
う

。

把

握
す
る

た
め

の
調

査
（

以
下

「
事

後
調

査
」

と
い

う
。

）

の
必
要

性
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
事

後
調

査
を

行
う

）

の
必

要
性

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、

事
後

調
査

を
行

う

項

目
の

特
性

及
び

地
域

特
性

等
、

当
該

調
査

そ
の

も
の
に

項
目

の
特

性
及

び
地

域
特

性
等

、
当

該
調
査

そ
の

も
の

に

よ
る

環
境

影
響

、
地

方
公

共
団

体
等

の
他
の

主
体

と
の

協

よ

る
環

境
影

響
、

地
方

公
共

団
体
等

の
他

の
主

体
と

の
協

力

の
方

法
等

に
留

意
し

つ
つ

、
事
後

調
査

の
項

目
及

び
手

力
の

方
法

等
に
留

意
し

つ
つ

、
事

後
調

査
の

項
目

及
び

手

法
の

内
容

、
事
後

調
査

の
結

果
に

よ
り

環
境

影
響

が
著

し

法
の

内
容

、
事

後
調

査
の

結
果

に
よ

り
環

境
影

響
が

著
し

い
こ

と
が

明
ら

か
と

な
っ

た
場

合
等

の
対

応
の

方
針

、
事

い

こ
と

が
明

ら
か

と
な

っ
た

場
合

等
の

対
応

の
方

針
、
事
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後
調

査
の

結
果

を
公

表
す

る
旨

等
を
明

ら
か

に
で

き
る

よ

後

調
査

の
結

果
を

公
表
す

る
旨

等
を

明
ら

か
に

で
き

る
よ

う

に
す

る
こ

と
。

う
に

す
る
こ

と
。

な
お

、
事
後

調
査

を
行

う
場

合
に

お
い

て
は

、
次

に
掲

げ
る

事
項

に
留

意
す

る
こ

と
。

ア

事

後
調

査
の

項
目

及
び

手
法

に
つ

い
て
は

、
必

要

に
応

じ
専

門
家

等
の

助
言
を

受
け

る
こ

と
等

に
よ

り

客

観
的

か
つ

科
学
的

な
根

拠
に

基
づ

き
設

定
さ

れ
る

も
の
と

す
る

こ
と

。

イ

事
後

調
査

の
終

了
の

判
断

並
び

に
事

後
調

査
の
結

果

を
踏

ま
え

た
環

境
保

全
措

置
の

実
施
及

び
終

了
の

判
断

に
当

た
っ

て
は
、

必
要

に
応

じ
専

門
家

等
の

助

言

を
受

け
る
こ

と
等

に
よ

り
客

観
的

か
つ

科
学

的
な

検

討
が

行
わ

れ
る

も
の

と
す

る
こ

と
。

第
三

（

略
）

第

三

（
略

）
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〈
別

表
〉

〈

別
表

〉

影

響
要

因

の
区

分

存

在

・
共

用

影
響

要
因

の

区
分

存

在

・
共

用

環

境
要

素
の

区

分

細

区

分

環

境

要
素

の
区

分

細

区
分

細
区

分

細

区
分

環

境
の

自

然
的

構

大

気
環

境

大

気
質

環
境

の
自

然

的
構

大
気

環

境

大
気

質

成
要

素
の

良

好
な

騒
音

・

成

要
素

の
良

好

な

騒

音

状

態
の

保
持

低

周
波

音

状

態

の
保

持

振

動

振
動

悪
臭

悪

臭

そ

の
他

そ
の

他

水

環

境

水

質

水

環
境

水
質

底
質

生

態

系

地

下
水

地
下

水

そ
の

他

景

観

土

壌
環

境

地

形
・

地

触

れ

合
い

活
動

の

地

形

・
地

・

そ

の
他

質

場

質

の
環

境

地
盤

地

盤

土

壌

土
壌

そ
の

他

そ

の
他

生

物
の

多
様

性

の

植

物

生

物

の
多

様

性
の

植
物
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確
保

及

び
自

然
環

動

物

確

保
及

び

自
然

環

動

物

境

体
系

的

保
全

生

態

系

境
体

系
的

保

全

生
態

系

人
と

自
然

と

の
豊

景
観

人

と
自

然
と

の

豊

景

観

か

な
触

れ
合

い

触

れ
合

い

活
動

の
場

か

な

触
れ

合
い

触
れ

合
い

活

動
の

場

環

境

へ
の

負
荷

廃

棄

物
等

環
境

へ

の
負

荷

廃
棄

物

等

温
室

効

果

温

室
効

果

ガ

ス
等

ガ
ス

等


